
 

第５８３回  放送番組審議会  

 

１．日 時  2022年 3月 15日（火）  午後 1 時 30 分～  

 

２．開 催 場 所  テレビ岩手 6 階大会議室  

 

３．委 員 総 数   9名 

出 席 委 員    7名 

 委 員 長  佐藤 健志 

 委 員 

 委 員 

 委 員 

 前田 千香子 

越沼 洋一 

緑川 智恵子 

 委 員  林  英彰 

 委 員  岩山 徹 

 委 員  久保 公人 

 

欠 席 委 員  2名   

副委員長 

委  員 

 加藤 千晶 

蛎﨑 奈津子 

 

社側出席者       

榧野 信治 （代表取締役社長） 

畑山 篤 （常務取締役 報道制作・編成担当） 

池田 学 （常務取締役 経営企画局長 兼 技術局長） 

石川 亮 （取締役 営業・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業担当）※リモート出席 

藤原 哲也 （報道制作局 報道部部長） 

 

事 務 局  

       藤村 惠一 （編成局長兼編成部長） 



４．議 題 

１.   2月 9日(水) ～ 24 日（金） 18 時 15 分放送  

 「ニュースプラス１いわて」から、企画コーナー 4 本  

▶「総力戦 盛岡市保健所」     2/9放送 

▶「フカボリ・介護職の賃上げ」   2/18放送 

▶「わんカメ LIVE・カーリング」  2/23放送 

▶「海街リポート・おかず屋店主復興への思い」2/24放送   

 

2. その他 

 

５．資 料  (資料として以下のものを配布) 

・視聴者からのご意見 

 

６．意    見 

【委 員 側 意 見】 

○どの企画もコンパクトにまとめられておりまして視聴しやすかった。 
○「総力戦 盛岡市保健所」はタイムリーな話題で、且つメッセージとしても結構重要なことを取り上げ
ていた。 
○住民側からは、ついコロナへの不安から何かと行政の対応の不備・苦情を漏らしがちだが、住民側も
協力する意識が必要だと感じた。 
○コロナが三桁規模で感染が増えていくことに対して行政として何か対応の必要性を考え想定をしてい
なかったか、検証をしてほしかった。 
○タイトルが介護職の賃上げという事だったが、賃上げよりメインは介護人材の不足かなと思ったので、
違和感があった。 
○オリンピックが終わると時間の経過とともにカーリングの様なスポーツに対する世間の関心が薄れて
いくが、今回のように番組で取り上げることが岩手の競技人口の増加に繋がると思う。 
○カーリングの道具の紹介が非常に勉強になった。靴の左右の底の違いなど、全く今まで気にもとめて
なかったことを教えてもらえた。 
○「震災から１１年経ってもやっと」という感じはオーナーと新入社員の言葉から伝わってきた。 
 
【局 側 意 見】 

○これまで取材を実現出来ずにいたが、盛岡市保健所の内部の取材がようやく出来るということで、我々
もかなり力を入れて送り出した企画 
○介護職の賃上げは、なかなか映像にするのが難しい問題だが、データを紹介したり、スタジオで記者
が自ら紹介したりと工夫をしながら映像的な要素が乏しくても何とか皆さんに伝えることが出来ないか
と取り上げた。 
○コロナに対する行政の対応の必要性については事態に至ったことについての検証というのは、必要だ
なと我々も感じているで、また改めて取材を通して問題提起が出来ればと思っている。 



 
７．審議機関の答申または意見の概要公表の方法及び年月日  
 ①自社放送  3 月 22 日（火） 11： 45-11： 52「あなたと歩むテレビ岩手」  
 ②テレビ岩手本社での据え置き  
 ③読売新聞への掲載（別掲）  
 ④自社 HP での掲載  https://www.tvi.jp/tviweb/deliberation 

https://www.tvi.jp/tviweb/deliberation

